
 

東岐波小学校 

３年学年だより 

１０月号 

令和７年１０月２日 

秋本番！１０月は 1年の折り返しです！！ 
 記録的な猛暑だった夏も過ぎ去り、秋の深まりを感じるようになってきました。スポーツの秋、読書の秋、

食欲の秋・・・楽しみの多い季節です。９月の懇談会では、学習や生活の様子について、これまでの頑張り

やこれからの課題等を一緒に考えることができ、大変有意義な時間になりました。お忙しい中、ありがとう

ございました。３年生も後半になり、学習もより難しくなり、友だちとの関わり方も変わっていきますが、着実

に歩んでいけるようにしていきたいと思います。ご家庭でもお子さんの学習の様子や生活の様子について

見守っていただきますようご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

10 月の行事予定 
 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

お知らせとお願い 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日（金） 避難訓練（地震・津波）、スクールカウンセラー来校 

   １４日（火） 教育相談週間(～1７日（金）までの４日間) 

   １６日（木） スクールカウンセラー来校 

   １８日（土） 参観日(１校時) 人権講演会、４～６年・保護者対象（２校時） 

             PTA環境作業（３校時・児童は割当場所の環境整備） 

   ２０日（月） 振替休日 

   ２１日（火） 赤間硯を使っての習字教室  

   ２２日（水） 就学時検診（４時間授業 下校１３：００） 

   ２４日（金） 社会見学 

   ２８日（火） 朝の読み聞かせ（下学年） 

帰宅時刻について 
１０月より帰宅時刻は午後５時(午後５時には家に帰っていること)になります。これからの時期は、

午後５時にはもう薄暗く感じるようになります。子どもたちの行動範囲も広がっていますので、遊びの

約束や帰宅時刻について、もう一度話し合っていただければと思います。 

服装について 
    朝夕は肌寒さを感じますが、日中はまだまだ気温が高い日もあります。日中と朝晩の寒暖差で、体

調を崩しやすい季節です。体温調節のしやすい服装で登校させるようお願いします。 

  下の教科書の使用について 
    算数・国語は下の教科書の内容になりました。合わせて、漢字ドリル・計算ドリルも下を配付してお

ります。図工の下の教科書は４年生で使用しますので、学校の方で保管いたします。 

かがやき 
 



 

 

社会見学について 
 

１ 日時 

１０月２４日（金）   ※ 朝、健康観察を十分に行い、通常通りの登校をお願いします。 

  

2 日程 
学校出発  →    宇部車海老養殖場    → 宇部中消防署東部出張所   →宇部空港ふれあい  

９：００          （９：１０～９：５０）         （１０：００～１０：５０）      (11:１0～１２：３０)公園 

                        

 → ＵＢＥ 宇部工場              →  学校到着          →下校 

 i プラザ・工場見学（１３：００～１４：４０）      １５：１０分ごろ            

 

 

３ 服そう 
   □動きやすい服そう（冷房や暑さ対策を考えた上着） 

   □はきなれたくつ 

   ■名ふだ、赤白帽子（学校に置いておきます。） 

                                                              

４ 持参物 
□べん当     □水とう 

□しきもの     □手ふき    

□ハンカチ・ティッシュ   

□ごみを入れるビニールぶくろ ２～３枚（必ず記名） 

□よい止め薬（必要な人） 

□雨具（天気が悪い時） 

■たんけんバッグ・見学のしおり・えんぴつ（学校に置いておきます。） 

 

＊すべてに記名をお願いいたします。 

 

 

 

タブレットの使用について 
 

   夏休み前あたりから、授業でも少しずつタブレットを使いはじめました。水曜日５校時のきわぞうタイ

ムでも、タブレットのドリルで、これまでの学習の復習や確認等の学び直しに活用しているところです。 

 また、国語でも、ローマ字を学習したので、それを覚えると、文字の入力がタイピングでできるようにな

るので、頑張ろうと声をかけています。（新出漢字も多く、大変ですが・・・） 

   しばらくは学校での使用が中心になりますので、管理は学校の方でいたします。ただ３年生が終わる

前には、持ち帰ったり持参したりすることも考えております。 

   ICT 機器は、これからの生活にとって欠かせないものだと思いますが、使用の程度によっては依存性

を高めることもあります。ゲーム等も含め、上手に使えるように、おうちでも話題にされてみてください。 


